
 
　
�
病院と地域をつなぐ広報誌�
「こんにちは」秋号を発行しました

　旭中央病院内のほか、市内の公共機関にも配置してい
ます。病院ホームページからも見ることができます。
内容／●医療最前線「不整脈治療」　●やさしい医学講
座「糖尿病と腎臓病」　●アクティビティレポート「人間
ドック」　ほか　　

 
　児童虐待防止への理解を深めよう

　11月は児童虐待防止推進月間です。当院では医師、
看護師、社会福祉士などで構成する「家族支援チーム」が
虐待の早期発見や事故の再発防止、育児支援を行うため
のさまざまな活動をしています。その活動の一環とし
て、今年もパンフレットなどを配布するイベントを行い
ます。
　スペシャルゲストも登場しますので、参加してみませ
んか。
日時／11月16日（木）　午前11時〜午後１時
場所／本館１Ｆ　待合ホール

 
　産業まつりで健康意識を高めよう

　今年も11月12日（日）の旭市産業まつりに出展します。
旭中央病院の医療職が、健康相談や各種測定などを行い
ます。

 
　
�
糖尿病について考える�
ブルーライトアップイベントを実施

　毎年11月14日（火）は世界糖尿病デー。今年も地域の
建物を、シンボルカラーの青色にライトアップするイベ
ントを開催します。この機会に糖尿病予防への意識を高
めましょう。
日時／11月11日（土）、12日（日）　午後５時〜９時
場所／飯岡刑部岬展望館〜光と風〜、旭市商工会館
※14日は病院本館北側の看板もライトアップします。

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　皆さんはいろいろな、なじみの店を持っていること
でしょう。そこに行くと気が利いた楽しい話ができ、
居心地がよく素敵で充実した時間を過ごせる。そん
な所を多くの店の中から見つけ出していることでしょ
う。さあ、あなたのなじみの薬局「かかりつけ薬局」を
探しましょう。
　今まで皆さんが病院や診療所などで診察を受けた場
合、薬をそこの窓口でもらうのが普通でした。これに
代わって「院外処方せん」を医師に書いてもらい、薬局
で薬を調剤してもらうシステムを『医薬分業』といいま
す。院外処方せんは国内共通のものなので、どこの薬
局に持って行っても調剤することができます。
　この医薬分業の最大の利点は、自分が服用している
薬の内容や副作用、自分の体質などを全て薬局に管理
してもらえることです。
　かかりつけの薬局を一つ決めておくことは、とても
大事なことなのです。高齢になると、どうしても複数

の病院や診療所にかかる機会が増えてきます。複数の
診療科を受診し、それぞれの医師から薬を処方された
場合、同じ効果の薬が処方されたり、服用した後で副
作用が現れたり、いろいろな種類の薬が互いに作用し
て、予期しない有害な作用が発生する場合があります。
一つのかかりつけ薬局から薬をもらえば、このような
ことを未然に防ぐことができ、疑問に思う点は納得い
くまで相談できます。一般薬・処方薬についてきちん
と相談できる、信頼できる薬局を見つけましょう。

【旭匝瑳薬剤師会】
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